
令和5年 １月7日㊏
会場：本多の森ホール

　湯涌で育ち20年が経ちました。僕たちが無事に成人を迎えることができたのは、地域の皆様方、指導して
くださった先生方、家族などたくさんの方々の支えがあったおかげだと思っています。感謝の気持ちを忘れず、
いつか地域に恩返しができるように努めていきたいです。
　私は今年で社会人3年目を迎えます。社会に出て初めて両親の存在の有り難みや社会の厳しさを感じま
した。20歳という節目の歳として親孝行をし、少しずつ恩返しができたらなと思います。僕は今年湯涌青年
団に入りました。湯涌地域を盛り上げる、僕はそういう気持ちで湯涌青年団としてがんばっています。僕は
いつか湯涌が自慢できる社会人にも漢にもなりたいです。

　本年１月７日に行われました二十歳のつどいは、これまで行われておりました成人式を「二十歳のつどい」
としてあらため、城東地区公民館連絡協議会合同で開催いたしました。
　数年前より法改正により十八歳が成人となることを念頭に金沢市および金沢市公民館連合会で検討して
きました。十八歳で行う場合は本年十九歳、二十歳を迎える三学年に対応しなければならないことや十八歳
は受験生であることなどを考慮した結果、金沢市としては例年通り二十歳の若者を対象として行うことを決
定したものであります。十八歳の成人者にとっては少し寂しいかもしれませんがご勘弁願います。
　毎年の事ではありますが湯涌で育った子どもたちがこの式典に集まってきていただき、心も体も大きくなっ

たことにいつも驚きます。ここ数年間はコロナの影響で恒例の祝賀会を開催できないのは残念ですが、式典後公民館に戻って
二十歳の皆さんの抱負を聞かせていただいております。近年では特認生として芝原中学校を卒業した方も参加していただける
ようになりました。
　来年度はコロナの規制も無くなり従来通りの形で式典や祝賀会が行えると思いますので、保護者の方々を中心にお祝いに
駆け付けたい方全員が式典会場内に入り二十歳のつどいを祝ってあげてください。祝賀会でも湯涌公民館恒例のじゃんけん
ゲームも復活したいと考えております。
　二十歳のつどいにご参加いただきました皆様ありがとうございました。これからも公民館スッタフ一同思い出に残る式典に
なるよう頑張りますのでよろしくお願いいたします。

二十歳のつどい

令和4年度
城東地区公民館合同

二十歳のつどいによせて

初めての二十歳のつどい

代表
上田 樹希斗

公民館長
新井 一浩 
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【 

買
い
物
支
援
バ
ス
　運
行
開
始
‼ 

】

　　
湯
涌
地
区
社
協
で
は
、
令
和
５
年
４
月
よ
り
　
概
ね
80

歳
以
上
で
買
い
物
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
方
を
対
象
に
無

料
の
買
い
物
支
援
バ
ス
の
運
行
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
毎
月
第
２
第
４
水
曜
日(

１
月
〜
２
月
と
祝
日
は
運
休
）

10
時
〜
　
各
町
会
を
ワ
ゴ
ン
車
で
巡
回
し
、
イ
オ
ン
杜
の

里
で
１
時
間
程
度
買
い
物
を
し
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
各
町
の
ま
ち
ぐ
る
み
福
祉
活
動
推
進
員
よ

り
す
で
に
お
声
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
要
件
に
当
て
は

ま
ら
な
い
方
で
も
希
望
が
あ
れ
ば
個
別
に
検
討
い
た
し
ま

す
の
で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

買
い
物
支
援
バ
ス
の
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

 

添
乗
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中
で
す
。

　
メ
ン
バ
ー
登
録
制
で
そ
の
都
度
調
整
し
て
お
願
い
す
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
登
録

で
Ｏ
Ｋ
で
す
。
車
両
は
10
人
乗
り
ワ
ゴ
ン
車
で
普
通
免
許
で
運
転
で
き
ま
す
。

　
多
く
の
方
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【 

任
期
満
了
に
伴
い
　民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
部
が
交
代 

】

　
既
に
ご
家
庭
に
お
知
ら
せ
を
配
布
済
み
で
す
が
、
民
生
委
員･

児
童
委
員
の
交
代

が
あ
り
ま
し
た
。

試行運転の様子　昨年12月

買物支援バス愛称募集
買い物支援バスの愛称を募集します。

採用された１名にAEON商品券をプレゼント！
どなたでもご応募いただけます。

TEL/FAX 235-1852
メール yuwaku-k@m3.spacelan.ne.jp

お問い合わせ・連絡先

湯涌地区社会福祉協議会
TEL/FAX　235-1852

yuwaku-k@m3.spacelan.ne.jp

【 

地
域
の
身
近
な
福
祉
相
談
窓
口 

】

　
湯
涌
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
地
域
の

身
近
な
福
祉
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
や
子
育
て
福
祉
な
ど
必
要
に
応
じ
て

行
政
の
窓
口
へ
つ
な
げ
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
に
、
解
決
を
望
ま
な
く
て
も
話
し

て
楽
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
手
続
書
類
の
記
入
方
法
や
、
ど
こ
に
問
い
合

わ
せ
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
ち
ょ
っ
と
気
に

な
る
こ
と
な
ど
、
何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

　
一
緒
に
良
い
方
法
を
考
え
ま
す
。

　
基
本
的
に
予
約
は
不
要
で
す
が
、
職
員
が
対

応
し
ま
す
の
で
先
に
お
電
話
く
だ
さ
る
と
確
実

で
す
。

福
祉
の
窓

板
坂（
公
民
館
）

深
谷（
公
民
館
）

山
下（
公
民
館
）

田
中（
公
民
館
）

牧

上
田

谷
重

西
村

南
手

毎
田（
町
連
会
長
）

川
向（
公
民
館
）

新
井（
館
長
） 岡

野
田
島西 徳

野
木
下

村
山
市
長

徳
田
副
知
事

祝二十歳祝二十歳

公民館婦人部・校下婦人会共催公民館婦人部・校下婦人会共催

毎年好評のお正月用フラワーアレンジメント
感染防止のため、2 部開催にしました
毎年好評のお正月用フラワーアレンジメント
感染防止のため、2 部開催にしました

 フラワーアレンジメント教室
令和4年 12月21日㊌

会場：改善センター２Fホール

上
田 

樹
希
斗（
芝
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町
）
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梨
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湯
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石
黒
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孝
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朗（
円
光
寺
本
町
）

南
手 

歓（
北
袋
町
）

出
席
者
氏
名
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湯涌校下から３名の方が参加しました。

コロナ禍により人数を
制限し、3年ぶりの
開催となりました。

髙　 俊浩（羽場町）
中川 浩幸（上原町）
水口 秋男（東市瀬町）

見
事
完
走
！

2016 年 6月4日 百万石踊り流しで

湯涌校下婦人会
令和 5 年 3 月を持ちまして、
湯涌校下婦人会を解散する事になりました

昭和29年、初代会長に小高ミエさんのもと、婦人会が発足しました。68年の
歴史があります。
中でも20年の長きに渡り、会長を努めて頂いた西村順子さん（先に9年、後に
11年）、また13名の会長さん、有難うございました。
発足当時は必ず婦人会に入って、地区の親睦を深め、色々な行事、日帰り旅行
や、文化祭の出品、お手伝い、町会をこえての交流があった良い時代でした。
また、金沢市婦人会連絡協議会では、揃いのゆかたでの百万石踊り流し、市長
と語る会、県政会議、冬（2月）の運動会（アトラクションとして鼓真の太鼓
演奏参加もありました。）、消費生活改善発表会では湯涌かぶらの酢漬けの
発表も行いました。
試行錯誤を重ね色々な行事を続けてまいりましたが、高齢化や会員の減少、
夜の役員会参加、市の婦人会への参加負担など、活動できる人が限定され
始め、話し合いの結果、解散の運びとなりました。
長い間婦人会活動を支えて頂きました、湯涌校下の女性の方々に、館報の書
面を持ってお礼を申しあげたいと思います。ありがとうございました。
防火クラブも婦人会と共に歩んで来ましたが、解散となります。今までありが
とうございました。

医王山麓
伝承踊り
共演会

ぼんぼり祭り

金沢マラソン

カワニナ（蛍の餌）
放流会

令和4年 10月30日㊐
応援場所：山側環状カーマホームセンター前

令和4年 10月22日㊏
場所：湯涌温泉街・玉泉湖畔

令和4年 10月29日㊏
場所：玉泉湖畔

令和4年 10月2日㊐
会場：金沢湯涌江戸村

主催者挨拶

戸室はんた保存会
湯涌念仏踊り保存会

二俣いやさか踊り保存会
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復
　活

　文
化
部
長
　板
坂
　泰
定

　今
年
は
、
二
十
年
ぶ
り
の
単
独
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
学
校

と
の
合
同
開
催
だ
っ
た
の
で
久
し
ぶ
り

の
単
独
開
催
に
い
ろ
い
ろ
な
不
安
が
あ

り
ま
し
た
が
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
理

解
の
も
と
想
像
よ
り
も
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。
当
日
は
コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
、
検

温
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
感
染
症
対
策
を
と

り
な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
各
種
団
体
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
展
示
な
ど
、
初
め
て
の
も
の
も
あ

り
ま
し
た
が
、
来
ら
れ
た
方
に
は
好
評

で
し
た
。
ホ
ー
ル
の
中
の
設
営
も
素
晴

ら
し
い
出
来
と
な
り
演
者
の
人
達
も
、

気
持
ち
良
く
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
　

　文
化
祭
は
公
民
館
役
員
、
各
種
団
体

の
皆
様
方
に
は
事
前
の
準
備
か
ら
後
片

付
け
ま
で
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
反
省

点
も
あ
り
ま
す
が
、
大
成
功
に
終
わ
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
日
で
も
早

く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
マ
ス
ク
な
し
の

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
心
か
ら
願
っ
て

ま
す
！

第
一
消
防
団
湯
涌
分
団
　

分
団
長
　
　髙
　俊
浩

　日
頃
よ
り
皆
様
方
に
は
消

防
団
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
四
年
度

よ
り
金
沢
市
第
一
消
防
団 

湯
涌
分
団
長
と
い
う
大
役
を

仰
せ
つ
か
り
責
任
の
重
大
さ

を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　近
年
で
は
火
災
は
も
と
よ

り
異
常
気
象
に
よ
る
集
中
豪

雨
等
の
自
然
災
害
の
脅
威
も

高
ま
っ
て
い
る
中
、
地
域
に

一
番
密
着
し
て
い
る
消
防
団

に
何
が
で
き
る
か
と
い
う
事

を
念
頭
に
置
き
、
皆
様
の
生

命
と
財
産
を
少
し
で
も
守
れ

る
よ
う
、
ま
た
信
頼
さ
れ
る

消
防
団
と
な
れ
る
よ
う
日
々

訓
練
し
活
動
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
の
程
、
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

湯涌校下文化祭

消防分団長就任挨拶 氷室仕込初め

令和4年 11月6日㊐
会場：改善センター

令和5年 1月29日㊐
場所：玉泉湖畔

令和4年４月就任
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　城東地区公民館連絡協議会は創立60周年を迎えました。
　感染対策上、収容人数制限があり館長と職員のみの参加
でしたが、村山卓市長をお迎えして金沢市が取り組む施策
についての講演を拝聴しました。
　各館の特色ある取り組みなどに関する小冊子の作成、
資料の整理、スキルアップ研修の開催に向けての準備な
ど、よりよい公民館運営のため情報を共有し、次の10年に
向けた決意表明をしました。

金沢市公民館  60周年を記念して新設
された視聴覚教材作品発表会で最優秀
賞を受賞しました。

カワウソとあいすの玉
湯涌河内町に伝わる民話

25 年
20 年
10 年

髙坂 明弘
髙田 喜代美
水口 晋輔
山本 　済

公民館永年勤続役員表彰
おめでとうございます。

最優秀賞受賞

第60回 金沢市公民館大会
公民館フェア“楽集”

城東地区公民館
連絡協議会
60周年記念式典

令和4年 10月1日㊏
場所：改善センター駐車場

町連会長挨拶

辰巳こんころ太鼓
田上本町

虫送り太鼓保存会 銚子太鼓保存会 涌波太鼓保存会

令和5年 2月12日㊐
会場：小立野文化会館

令和5年 2月19日㊐
会場：金沢市文化ホール

金沢百萬石太鼓50周年祭

金沢百萬石太鼓 

歴代メンバー

響演！！

完成 材料

完成

つまみ細工教室

日本太鼓ジュニアコンクール石川県大会

水引教室

令和4年 11月20日㊐
会場：こまつ芸術劇場うらら

令和4年 10月25日㊋
会場：改善センター 2階ホール
講師：自遊花人

令和4年 10月18日㊋
会場：改善センター 2階ホール
講師：増澤　久美子 氏
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　「知の巨人」とも評された吉本隆明の著作に、「13 歳は二度あるか」と
いうものがあります。タイトルは江戸時代、家老が言ったことに対する若い
殿様の反発に由来するそうです。しかし二度とないのは13 歳でも14 歳でも、
いくつになっても変わらないのではないでしょうか。

　私がまだ若かった頃、と言っても二十代初めの頃なので、みなさんにとってはまだ遠い未来
かもしれません。自分のしたいことをしていこうと心に決めたことがありました。そのためには、
ひとことで言ってしまえば何らかの力が必要なわけですが、だからこそ自分自身を高め続けて
いこうと思った日がありました。
　立志の集いにあたり、今の決意や思いを語ったみなさん。その思いをこれからも持ち続けてほ
しいと思う一方で、やがて今の決意や思いが別のものに変わっていく日が来るかもしれません。
それは変化と成長の証であり、恥ずべきことではありません。立志の集いで語った決意や思いは、
二度とないこの日の一瞬を、見事に美しく鮮やかに切り取ったものであるはずなのです。
　いくつになっても、その時その時の一瞬を大切にしながら、歩み続けてほしいと切に願います。

ロ
シ
ア
の
ウ
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ラ
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攻
か
ら
一
年
が
経
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し
ま
し

た
が
未
だ
収
束
せ
ず
、
燃
油
・
物
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の
高
騰
を
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て
国

内
電
力
会
社
の
料
金
値
上
げ
申
請
が
あ
り
市
民
生
活
が
圧

迫
さ
れ
そ
う
で
不
安
な
日
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が
続
き
ま
す
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新
型
コ
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す
。

 

視
聴
覚
・
広
報
部

立志生徒氏名

上梨   成美
小杉   啓太
小杉   悠太
西川   真央
水口   奈月
山本   泰雅

北袋町
特認生
特認生
湯涌荒屋町
古郷町
北袋町

あ と が き

芝原中学校　金田　哲也（２年担任）

令和5年 2月12日㊐

今この一瞬を大切に

会場：改善センター2Fホール
式典

会場：国際ホテルテーブルマナー

出初式 令和5年 1月8日㊐
場所：湯涌温泉街

令和4年
12月11日㊐
会場：城東体育館

城東ブロック
バレーボール
交歓会

令和５年３月15日	 館　報　ゆ　わ　く�   第157号　（ 8 ）


